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糖尿病有病率と HbA1c の分布：厚生労働省研究班による多目的コホート研究における糖尿病研究

（JPHC Diabetes study）の調査結果から 
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【背景】この研究では 1990 年代後半と 2000 年代前半の日本における糖尿病有病率を厚生労働省研

究班による多目的コホート研究における糖尿病研究（JPHC Diabetes study）において算出した。また、

糖尿病有病者で治療を受けていない者の HbA1c 値の分布についても調査した。 

【方法】全国 10 保健所管内の住民 28,183 人（46-75 歳）が初期調査の対象となった。5 年後調査で

は 20,129 人が対象となった。糖尿病有病率は、コホート質問票による糖尿病の自己申告と採血デー

タによって概計した。既知糖尿病者（質問票の自己申告により糖尿病の発症が確認されている糖尿

病者）のうちで、治療状況ごとに HbA1c 値の分布を調査した。 

【結果】年齢調整後の糖尿病の有病率は、55-74 歳の成人では初期調査で 8.2％、5 年後調査で

10.6％であった。初期調査では、既知糖尿病者の中で、未治療者と過去に治療を受けたが現在治療

をしていない者の HbA1c 値の分布はそれぞれ 7.01%（SD1.56%）、6.56%（SD1.46%）であった。既

知糖尿病者でありながら、糖尿病を未治療である人のうち約 15％にあたる人が HbA1c 値 8.4％以上

であった。 

【結論】JPHC Diabetes study における糖尿病有病率は 1990 年後半から 2000 年前半にかけて上昇傾

向であった。糖尿病があることを知っているが治療を行っていない者の中には血糖コントロールの

状態が良くない例がある程度存在することが判明した。糖尿病治療を行っていない人を減らし治療

を継続するよう推進することが重要である。 
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